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非気腫型慢性閉塞性肺疾患における末梢血単核細胞の異なるトランスクリプトームの特徴 
 

Different Transcriptome Features of Peripheral Blood Mononuclear Cells 
in Non-Emphysematous Chronic Obstructive Pulmonary Disease 

 
本研究成果は、2023年12月20日に科学誌「International Journal of Molecular Sciences」
に掲載されました。 
 
【要約】 
非気腫型慢性閉塞性肺疾患(COPD)は、胸部 CT の所見に基づいて定義され、気腫型 COPD と比
較して、末梢血単核細胞(PBMCs)のトランスクリプトームの特徴が異なる。COPD のトランスクリプトーム
データのエンリッチメント解析によれば、「Hematopoietic cell lineage」経路がKyoto Encyclopedia 
of Genes and Genomes (KEGG) pathway 解析で著しく上昇しており、慢性閉塞性肺疾患
(COPD)の肺での細胞動態異常が病理学的に変化した PBMCs によって影響を受けている可能性が
示唆された。PBMCs で発現が上昇している発現変動遺伝子(DEGs)は、非気腫型 COPD の病態を
反映していた。XCL1、PRKCZ、TMEM102、CD200R1、AQP1 などの上昇した DEGs は、T リンパ
球と好酸球を活性化する。ケラタン硫酸の生合成と代謝プロセスの調節の上昇は、遠位気道の破壊か
らの保護と関連している。ITGA3 の上昇は、細胞外マトリックスタンパク質との相互作用を増強し、
COL6A1 は肺胞 VI コラーゲン沈着中に線維化促進性肥満細胞表現型を増強する。HSPG2、
PDGFRB、および PAK4 の上昇は気道壁の肥厚に関与し、SERPINF1 発現の上昇は、血管床の保
存維持状態が向上していることを説明している。したがって、非気腫型 COPD 患者における PBMCs の
遺伝子発現および経路解析は、type2 免疫応答および気道リモデリングの特性を示していた。したがっ
て、非気腫型 COPD の患者は、気腫型 COPD の患者とは対照的に、喘息の臨床的な兆候がないに
もかかわらず、滞在的な喘息病態を含有する可能性が示唆された。 
 
この研究では、COPD患者の PBMCs における遺伝子発現プロファイルの解析を通じて、COPDの病態
生理学に関連する新たな洞察が得られた。COPD患者と健常者対象者、および非気腫型 COPD と気
腫型 COPD との比較において、気道リモデリング、炎症性応答、免疫系の活性化などが特定され、これ
らの生物学的プロセスとパスウェイが COPD の発症および進行に関与している可能性が示唆された。今
後の研究で、これらの遺伝子や経路が標的となる新しい治療法の開発に寄与することが期待される。 
 
発表詳細は下記の URL からご覧ください。 
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